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Ⅰ．はじめに
　平成２９年に幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育
要領が同時に改訂（第５次改訂）され、新しく「幼児期の終わりまでに育ってほしい
姿」として１０の項目が示された。これはねらい及び内容に基づく活動全体を通して資
質・能力が育まれている幼児の幼稚園修了時の具体的な姿であることを踏まえ指導を
行う際に考慮するものとされており、その活動におけるねらい及び内容は園生活全体
を通して指導されるべきものである１）。園生活全体の中で保育者の専門性として求め
られるものは、幼児の気持ちや発達を見取る力であったり、その見取りから育ちを見
越した遊びを生み出す力が挙げられる。幼児の具体的な姿から発達を見取り、遊びを
生み出すという過程の中では、見取る力が重要である一方、遊びの中で幼児がより発
展的な遊びを行うため、物事の現象や特性を理解していたり、保育者自身が幼児と共
に遊ぶことのできるような実質的な知識や技術も重要になってくる。それを踏まえた
うえで、東北文教大学短期大学部子ども学科（以下、本学科とする）で筆者が主に担
当している音楽科目においては、１年次に「正確な音程で歌唱できる力」「ピアノを
演奏することができる力」「正確に楽譜を読み取る力」を、２年次には１年次で学ん
だ知識や技術を応用・発展させ「弾き歌いができる力」「実際の保育の中で音楽を取
り入れた活動を展開する力」を学ぶことのできるように各セメスターに科目を配置し
ている。これまでに筆者は、本学科学生のピアノ学修に関する実態をアンケートをも
とに調査を行ったが２）、その中でうかがえたのは学生の音楽をすることへの苦手意識
の高さである。しかし宮下ら（２０１８）３）の研究からわかるように、学生は苦手意識
を持ちながらも実習において様々な活動の場面で音楽活動を展開してきているのがわ
かる。ただし、ピアノ課題に限定して言えば、これは実習園から与えられた課題を実
践している、もしくは実習園において歌唱活動が日常的に行っている活動の一つであ
るために行ったという動機がほとんどであり、子どもの姿を踏まえ、学生が自発的に
行った音楽活動はほんの一握りであることが読み取れる。
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　そこで拙稿では、平成３０年度の本学科２年次に対して開講され、幼稚園教諭免許状
取得のための必修科目である「教育実習Ⅱ」での遊びの部分案に着目し、その中で学
生が音や音楽を取り入れた遊びを展開しているかの出現数について調査した。学生
が、音楽科目で学習した技術をどのくらい「遊びを考える力」として昇華できている
のか、また学生の音遊びを実践しようとする意欲や音楽を遊びに取り入れようとする
意欲を把握することで、平成３１年度よりスタートする新カリキュラムにおける授業が
より効果的なものとなるための方策とすることが拙稿の目的である。なお拙稿では、
音楽そのもので遊ぶことについてを「音楽遊び」、遊びの中で音を取り入れることに
ついて「音を取り入れた遊び」として定義し述べていく。
Ⅱ．本学科音楽科目の２年間の学びについて
　本学科は、段階的な学びを継続して行えるように各セメスターに音楽科目を配置し
ている。これらの科目について簡単ではあるが概要を示す。なお音楽科目の授業形態
は、いずれも受講クラスを２分割し、授業時間の中で違う内容の講義を交代で受講す
る形を取っている。
○「音楽Ａ」
　１年次前期に開講されている幼稚園教諭２種免許、保育士資格必修科目である。「幼
児教育者に求められる、音楽の基礎力の向上と音楽感覚の育成を目的とし、歌うこ
と・ピアノを弾くこと・楽譜を読むことの基礎を学ぶ」ことを科目のねらいにしてお
り４）、形態は、一方で音楽の基礎知識や理論を学びながら歌唱の指導を行い、もう一
方ではピアノの基礎技術を学ぶための個人レッスンを行っている。
○「音楽Ｂ」
　１年次後期に開講されている幼稚園教諭２種免許、保育士資格必修科目である。ね
らいは「音楽Ａ」で示したものに「音楽表現力を培う」という一文を追加したもので
ある。形態は、一方では「音楽Ａ」のように理論や歌唱の技術的な部分を指導し、も
う一方ではＭＬシステムを利用したピアノのアンサンブルを行い、他者に向けて演奏
することや弾き歌いの学習に繋がる部分について取りあげている。
○「音楽と保育Ａ」
　２年次前期に開講されている保育士資格選択必修科目である。保育現場での実践力
の向上と必須である弾き歌いと遊び歌について技術と表現を学ぶことをねらいとして
いる。形態は、一方で保育現場で展開されるような音楽遊びやリトミック教育につい
て実践し、もう一方では１年次に学んだ理論をもとにピアノによるコード伴奏法を
使った弾き歌いの演習を行っていく。
○「音楽と保育Ｂ」
　２年次後期に開講されている保育士資格選択必修科目である。子どもとの活動を前
提とした弾き歌いと音楽教育法や子どもたちと行う様々な音楽活動を学ぶことをねら
いとしている。形態は、一方で幼児の発達に即した音楽教育と保育の展開について学
び、もう一方ではピアノによる弾き歌いの個人レッスンを行っていく。
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　以上を見ると、１年次には読譜や基礎的な歌唱について、２年次に入り音楽を視点
とした保育内容を取り扱っており、そしてピアノに関して言えば２年間通して授業内
で取り組んでいることとなる。もちろんこれらの授業の他にも、専門科目で学んだ技
術を統合し、実際の保育へと結びつけていく科目は存在するが、音楽科目の中で、音
楽的な知識や技術を保育の中で展開する力へ昇華させる時期は２年次からになってお
り、学生が遊びの中に音や音楽を取り入れるためには、基礎的な部分に時間を割き過
ぎている可能性があると考える。ただし郷津（２０１７）や那須（２０１８）の通り、既存の
歌や音楽を取り入れたり「音楽的な」遊びを実践するには、ある程度の読譜力が必要
であり、２年間の学びの初期の段階から最低限の指導が必要であることもまた事実で
ある。
Ⅲ．方法
　学生が音・音楽遊びを遊びとして実践しているかを調査するために、「教育実習Ⅱ」
の中で学生が作成した遊びの部分案から、手遊び、アカペラ、弾き歌い、音遊びの出
現数について調査した。「教育実習Ⅱ」は、２年次後期の開講科目であり、平成３０年
度は１０月１５日（月）から１０月２６日（金）までの１０日間実施された。前述した通り、この実
習は本学科学生にとって２年間の学びの中での最後の実習であり、それまでの学びの
全てを注ぎ込む集大成の場と言っても過言ではないため、学生が２年間の学びを経
て、音楽的な技術等を遊びへ昇華させる力をどれだけ身に付けているか、そして音楽
遊び・音遊びを取り組もうとする学生の純粋な意欲や自信を検証できると考えた。ま
た今回対象とした部分案は、朝の会などの活動の部分案ではなく、学生が実習園にお
いて幼児を実際に見取り、その幼児たちを対象として考えた遊びの部分案のみを対象
とする。なお、同じ年次・クラスに対して複数日かけ継続的に行った遊びについては、
各日のねらいが異なる場合には、別個の遊びとして取り扱った結果、１１２件もの部分
案が確認できた。対象としたNo.１１２までの部分案の中から「①対象年次」、「②遊び
のねらいの領域」、「③活動名」、「④活動名の分類」「⑤音・音楽の出現有無及び内容」
を抜き出した。なお「②遊びのねらいの領域」については筆者が判断し、幼稚園教育
要領第２章「ねらい及び内容」の５領域に分類した。「③活動名」は、部分案内の遊
びの内容の中で学生が記入した活動名をそのまま転記しているが、活動名が明記され
ていないものについては筆者が遊びの内容を読み取り簡潔に示す。「④活動名の分類」
に関しては、遊びの内容を筆者が判断し「制作遊び」「運動遊び」「音楽遊び」「なり
きり遊び」に置き換えており、複数の要素が混ざっているものに関しては併記してい
る。「⑤音・音楽の出現有無及び内容」に関しては、活動の中で、例えば遊びの導入
で手遊びや歌唱を取り入れたり、活動の中でピアノなどの楽器や、音を取り入れた場
合に記している。
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No. ①年次 ②領域 ③活動名 ④活動の分類 ⑤音・音楽
１ ４歳 人間関係 ドーナツ屋さんごっこ
遊び
なりきり遊び なし
２ ５歳 人間関係，表現 製作遊び 制作遊び なし
３ ５歳 環境，言葉 製作遊び 制作遊び なし
４ ３歳 環境，表現 さつまいも製作 制作遊び なし
５ ４歳 人間関係，環境 製作遊び 制作遊び なし
６ ４歳 人間関係 フルーツバスケット フルーツバスケット なし
７ ４歳 言葉，表現 かぼちゃ製作 制作遊び なし
８ ４歳 環境 いたずらおばけの仲間
探し
カードめくり遊び なし
９ ５歳 人間関係 カードめくり対決 カードめくり遊び なし
１０ ４歳 環境，表現 パンプキン作り 制作遊び なし
１１ ４歳 人間関係，表現 手作りトンボの運動会
遊び
制作運動遊び なし
１２ ３歳 環境 カボチャペタペタ 制作遊び なし
１３ ４歳 環境 バブルアート遊び 制作遊び 無伴奏による
歌唱
１４ ３歳 環境 きのこにスタンピング
してみよう
制作遊び なし
１５ ５歳 人間関係，表現 トンボを作って飛ばし
てみよう！
制作遊び なし
１６ ４歳 人間関係，言葉 くまを助けよう 運動遊び なし
１７ ３歳 環境 とんぼのめがね作り 制作遊び なし
１８ ４歳 人間関係，環境 いたずらおばけたちの
ハロウィン
制作遊び なし
１９ ３歳 表現 エルマーのお友達バッ
クを作ろう
制作遊び なし
２０ ４歳 表現 パンの製作遊び 制作遊び 無伴奏による
手遊び
２１ ３歳 言葉，表現 とんぼのめがねの製作
遊び
制作遊び なし
２２ ３歳 環境，言葉，表
現
身近な物を用いたリズ
ム遊び
音楽遊び 様々な素材を
使って音を出
す遊び
２３ ３歳 表現 お弁当作り 制作遊び なし
２４ ３歳 健康，表現 動物のお引っ越し なりきり遊び なし
２５ ３歳 環境，表現 色が変わる窓作り 制作遊び なし
２６ ３歳 環境 色探し 運動遊び なし
２７ ３歳 人間関係，表現 製作遊び（カバン） 制作遊び なし
２８ ３歳 環境 落ち葉ペタペタ 制作遊び なし
２９ ４歳 健康 表現遊び 運動遊び 無伴奏による
手遊び
Ⅳ．結果と考察
　No.１１２までの部分案について取りまとめたものを下記のようにまとめた。
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No. ①年次 ②領域 ③活動名 ④活動の分類 ⑤音・音楽
３０ ４歳 環境，表現 オリジナルバック作り 制作遊び なし
３１ ４歳 環境，表現 秋の作品作り 制作遊び なし
３２ ４歳 健康，表現 ピタッ！ 音楽遊び ピアノを使用
したリトミッ
ク遊び
３３ ４歳 健康，人間関係 カード返し遊び カードめくり遊び なし
３４ ３，４，５
歳
環境，表現 もこもこおばけ作り 制作遊び なし
３５ ３歳 環境，表現 りんご製作遊び（ちぎ
り絵）
制作遊び なし
３６ ５歳 人間関係 運動遊び 運動遊び なし
３７ ４歳 表現 秋の素材の構成遊び 制作遊び なし
３８ ３歳 言葉，表現 小麦粉粘土遊び 制作遊び なし
３９ ４歳 健康，人間関係 なりきり・運動遊び なりきり・運動遊び なし
４０ ４歳 環境 製作遊び 制作遊び 無伴奏による
歌唱
４１ ３，５歳 環境 製作遊び 制作遊び なし
４２ ５歳 表現 なりきり遊び なりきり遊び なし
４３ ５歳 表現 製作遊び（お面作り） 制作遊び なし
４４ ５歳 健康，人間関係 椅子取りゲーム 椅子取りゲーム なし
４５ ５歳 健康，人間関係 じゃんけんゲーム じゃんけんゲーム ＣＤ使用
４６ ５歳 環境，表現 秋の楽器製作遊び 制作・音楽遊び 自然の物を用
いて作った楽
器で演奏する
４７ ５歳 人間関係 形探し遊び 運動遊び なし
４８ ３歳 環境 カメラ写真作り 制作遊び なし
４９ ３歳 表現 ケーキ作り遊び 制作遊び なし
５０ ５歳 表現 オリジナル絵本の製作
遊び
制作遊び なし
５１ ５歳 環境，表現 トンボの背景とトンボ
作り
制作遊び ピアノ伴奏に
よる歌唱
５２ ５歳 人間関係，環境 製作遊び 制作遊び なし
５３ ５歳 表現 なりきり遊び なりきり遊び なし
５４ ５歳 表現 なりきり遊び なりきり遊び なし
５５ ５歳 人間関係，表現 さかな作り 制作遊び なし
５６ ５歳 人間関係，環境，
表現
オリジナルきのこ作り 制作遊び なし
５７ ５歳 人間関係，環境 あじさい組の木を作ろう 制作遊び なし
５８ ５歳 環境，表現 お魚屋さんごっこ なりきり遊び なし
５９ ５歳 環境 小麦粉粘土遊び 制作遊び なし
６０ ５歳 健康，人間関係 掃除大運動会 運動遊び なし
６１ ４歳 環境，表現 動くおばけ作り遊び 制作遊び なし
６２ ４歳 人間関係，環境 カメラ作り 制作遊び なし
６３ ３歳 人間関係 月まで届け 制作遊び なし
６４ ５歳 人間関係 フルーツバスケット フルーツバスケット なし
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No. ①年次 ②領域 ③活動名 ④活動の分類 ⑤音・音楽
６５ ５歳 人間関係 かぶ抜き遊び 制作・運動遊び なし
６６ ４歳 健康 忍者なりきり運動遊び なりきり・運動遊び なし
６７ ５歳 人間関係，表現 ストロー鳥作り 制作遊び なし
６８ ３歳 健康，環境 季節の製作遊び 制作遊び なし
６９ ５歳 表現 表現遊び 運動遊び ピアノ伴奏に
よる歌唱
７０ ４歳 人間関係，表現 フットボーリング 制作遊び なし
７１ ４歳 人間関係，環境 飛び出るさつまいも作り 制作遊び なし
７２ ４歳 環境 ビックリ箱製作遊び 制作遊び なし
７３ ４歳 人間関係 秋の生き物なりきり競
争遊び
制作・なりきり遊び なし
７４ ３歳 人間関係，環境 魚を作って釣る遊び 制作遊び 無伴奏による
手遊び
７５ ３歳 人間関係，環境，
表現
サンドイッチとジュー
スを作ろう
制作遊び なし
７６ ３歳 人間関係 果物を書こう！ 制作遊び なし
７７ ４歳 人間関係，環境 紙コップおばけ作り 制作遊び なし
７８ ４歳 人間関係，環境，
表現
かぼちゃのキャンディ
作り
制作遊び なし
７９ ４歳 人間関係 運動遊び 運動遊び タンバリンを
使用
８０ ４歳 環境 製作遊び 制作遊び なし
８１ ５歳 人間関係，表現 すてきなヘビ作り 制作遊び なし
８２ ３歳 環境，表現 どんぐり帽子作り 制作遊び 無伴奏による
手遊び
８３ ３歳 人間関係，表現 おばけのダンス なりきり遊び 無伴奏による
手遊び，
ＣＤ使用
８４ ５歳 人間関係 製作遊び 制作遊び なし
８５ ５歳 言葉，表現 言葉・製作遊び 言葉・制作遊び なし
８６ ４歳 環境，表現 どんぐり帽子を作ろう 制作遊び なし
８７ ２，３歳 表現 なりきり遊びごっこ なりきり遊び なし
８８ ２，３歳 表現 キャンディ作り 制作遊び なし
８９ ３歳 健康，表現 製作・なりきり遊び 制作・なりきり遊び 無伴奏による
手遊び
９０ ４歳 環境，表現 かぼちゃのバック作り 制作遊び なし
９１ ３歳 健康，人間関係 カードめくり カードめくり遊び なし
９２ ５歳 人間関係 当てっこゲーム なりきり遊び なし
９３ ５歳 人間関係 的当て 制作遊び なし
９４ ５歳 環境，表現 ストローとんぼ製作 制作遊び なし
９５ ５歳 人間関係 スイミーの仲間作り 制作遊び なし
９６ ３歳 健康，表現 動物の真似っこ遊び なりきり遊び ピアノ演奏
９７ ３歳 環境，表現 変身おばけ作り 制作遊び なし
９８ ３歳 環境，表現 みのむしの家作り 制作遊び なし
９９ ４歳 環境，表現 さつまいも作り 制作遊び なし
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No. ①年次 ②領域 ③活動名 ④活動の分類 ⑤音・音楽
１００ ５歳 環境 とんぼのめがねの製作
遊び
制作遊び 無伴奏による
手遊び
１０１ ５歳 人間関係，表現 どんぐりの帽子屋さん
遊び
制作・なりきり遊び 無伴奏による
手遊び
１０２ ３歳 健康，表現 ハロウィンの飾り作り 制作遊び なし
１０３ ３歳 人間関係，環境，
表現
カスタネットの演奏
会・動物なりきり遊び
なりきり・音楽遊び ピアノ伴奏に
合わせて自作
の楽器で演奏
する
１０４ ４歳 表現 ハロウィン飾りを作ろう 制作遊び なし
１０５ ４歳 表現 カスタネットで演奏会
をしよう！
制作遊び 無伴奏による
歌唱
１０６ ４歳 表現 ランタンを作ってみよ
う！
制作遊び なし
１０７ ５歳 人間関係 カブ抜き遊び 運動遊び なし
１０８ ５歳 人間関係，環境 どんぐり落ち葉製作 制作遊び なし
１０９ ４歳 環境 落ち葉遊び 制作遊び なし
１１０ ５歳 環境，表現 落ち葉でスクラッチ 制作遊び なし
１１１ ３歳 人間関係，環境 お魚ロボットを作って
飛ばそう
制作遊び 無伴奏による
手遊び
１１２ ４，５歳 環境，表現 運動遊び 運動遊び 無伴奏による
手遊び
　まず、「④活動名の分類」について見ていくと、「製作遊び」は７９件と最も多く、全
体の実に７０．５％を占めた。次に「運動遊び」１４件（１２．５％）、「なりきり遊び」は１６件
（１４．２％）、「音楽遊び」は４件（３．５％）であった。この数字を見ただけでも、圧倒的
に学生が遊びの中で音楽遊びや、音遊びを行えていないことがうかがえる。また音楽
遊びを実践した学生は、入学時に新入生に対して行う「音楽履修歴調査」において、
いずれも入学までの期間にピアノを６年以上弾いてきた経験のある学生ばかりであっ
た。つまり、ピアノの経験の有無という視点ではあるが、音楽に対して比較的苦手意
識を持っていない学生が音楽遊びに取り組んでいたことになる。
　次に「音楽遊び」ではないものの「音を取り入れた遊び」は、No.１３、２０、２２、
２９、３２、４０、４５、４６、５１、６９、７４、７９、８２、８３、８９、９６、１００、１０１、１０３、１０５、
１１１、１１２の計２２件存在し、全体の１１２件の中での割合にすると１９．６％という数字で
あった。また、その中でも無伴奏による歌唱や手遊びがNo.１３、２０、２９、４０、７４、
８２、８３、８９、１００、１０１、１０５、１１１、１１２の計１３件、ピアノを用いた活動がNo.３２、５１、
６９、９６、１０３の計５件であった。また、遊びの中でＢＧＭ的な効果として使用するた
め、もしくは遊びの中での反射的な動きを取り入れるためにＣＤを使用したものが
No.４５、８３の２件であった。無伴奏による歌唱や手遊びについては、ほとんどが遊び
の導入として行われているものであった。
　「音楽遊び」ではなくとも、およそ２０％の学生が音を取り入れたいと思っているこ
とが結果としてあらわれた。しかし、２年間通じてピアノに関する授業を受講してい
るのにも関わらず、ピアノを実際に遊びの中で用いたのは５件のみであったことは残
念な結果であった。これは音楽科目で学生のピアノに対する苦手意識を払拭しきれて
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いないことが原因であると考えられる。ただし、ＢＧＭや効果音的にＣＤを用いてい
る学生がいることを考えると、音を遊びの中で取り入れたいという意欲は感じられる
ように考える。そのため、ピアノは歌等の伴奏としてだけでなく、様々な音の出る「玩
具」として遊び方を提示する必要があることが示唆された。その他にも、このように
音楽を取り入れる学生が少ないことの原因として、楽譜が読めないことやピアノを弾
くことや歌うことが苦手である学生が多いことが予想される。本来、保育現場で扱わ
れるべき音楽は音自体を楽しむこと、もしくは音を通して自己を表現したり、他者と
感動を共有したりすることであり、既存の芸術作品を幼児に対して共有させることだ
けではないと考える。そのため、例えば幼児が純粋に何かが擦れて出てきた音に対し
て興味を持った場合、保育者はそれを受け止め、共感し、さらに楽しい音を求めて遊
びが発展していくように、保育者自身が音や音楽を純粋に楽しみ、それを他者と共有
することが何よりも大切であり、前述したような「音楽のコンプレックス」は弱まっ
ていくのではないかと考える。
　また、音楽遊びを実践する学生が少なかったことの原因として、学生の音楽遊びへ
のイメージが「不自由なもの」であることが考えられる。No.４６、１０３の遊びについて
は、自作の楽器で、既存の曲を演奏する内容であり、またNo.３２のリトミック遊びも
既存の遊びの概念をオリジナルとして幼児に提供していることがわかる。これらの遊
びは、その既存の曲を保育者が演奏できなければいけないものであり、幼児にとって
もどうしても不自由なものになってしまう。それに比べて、No.２２は幼児自身が主体
的に音と関わり、様々な遊びへと発展するような内容であり、自由な遊びであると言
うことができる。本来「音遊び」「音楽遊び」はもっと自由で発展的なものであると
いうことを学生が知った上で、音楽活動を行うにあたる理論や技術を学ぶことが重要
であると考える。
Ⅴ．まとめと今後の課題
　これまでに、音楽科目の２年間の学びの概要を整理した上で、科目「教育実習Ⅱ」
の遊びの部分案について調査を行ってきた。これらの結果から示唆されたものとし
て、学生の認識において音楽科目が保育から独立されていまいかということである。
ピアノや歌、または読譜の技術を身に付けたとしても、それは保育の中で一部の活動
の一助としかならない。そういった専門的な知識技術のみならず、保育内容の中で音
や音楽がどのような役割を果たすことができるのか、また幼児が成長するための遊び
にどのような形で実践できるのかを、学生に対してより明示していく必要があるよう
に考える。
　また音楽遊びは製作遊びや運動遊び等とは状況が異なり、例えばピアノの練習や歌
の練習等といった事前の準備であったり、実際の遊びの中で不意に起こったことへの
対応力やそれに応えるための特別な技術も必要になってくるため、音楽遊びを実践す
るための敷居は他の遊びと比べると高いように推察できる。しかし「幼稚園教育要領
解説」の第２章「ねらい及び内容」の領域「表現」（６）の文中に「（中略）ここで大
切なことは、正しい発声や音程で歌うことや楽器を正しく上手に演奏することではな
く、幼児自らが音や音楽で十分遊び、表現する楽しさを味わうことである」５）とあ
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る通り、前述したような特別な技術が無くとも、音楽を「させる」のではなく、「親
しむ」ための方策があると考える。そのため、幼児が抱く純粋な音への興味を保育者
が受容できるようにするために、音そのものの楽しさであったり、音楽の芸術的観点
を排除した音楽活動本来の楽しさを、学生に対して伝えていくことが筆者らの責務で
あると感じている。
　拙稿では、遊びの部分案を通して学生の音楽科目での学びがどれくらい実際の遊び
へと昇華できているかについて論じてきた。しかし、実際の幼児の育ちをどう見取る
かによって遊びの内容が変わってくるのは当然のことであり、この結果は学生の音楽
科目での学びを遊びとして発展させる力や意欲を測るためのほんの一片でしかない。
学生の真の意味での意欲を測るためには、学生の内面的な意識をより深く調査するこ
とが重要であり、その点については今後の課題と言えよう。学生が幼児の発達を見取
る中で、活動の流れとして音楽を取り入れるだけではなく、音や音楽を用いる重要性
を感じてもらえるような授業展開を模索していきながら、音楽科目への苦手意識の払
拭に向けて検討を続けていきたい。
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